
台

密

教

判

の

一

問

題

-

特

に
大
日
経
指
帰
に
関
連
し
て
-

大

久

保

良

峻

一

台
密
の
教
判
は
、
円
仁

・
円
珍

・
安
然

の
教
説
が
規
矩
と
な

っ
て
い

る
。
殊
に
、
円
珍
の
大
日
経
指
帰
と
安
然

の
教
時
問
答
で
は
空
海
の
十

住
心
に
対
す
る
批
判
が
な
さ
れ
、
円
密

一
致
を
基
調
と
し
た
教
判
が
樹

立
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
細
部
に
お
い
て
は
、
円
珍
と
安
然

の
間
に
は
差
異
が
見

出
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

円
珍
の
み
に
つ
い
て
見
て
も
大
日
経
指
帰

を
採
り
上
げ
る
だ
け
で
は
そ
の
教
判
論
は
語
れ
な
い
と
い

っ
た
問
題
点

、
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
や
、
台
東
両
密

の
教
判
論
諄
は

古
来

の
問
題
で
あ
り
、
最
近
に
お
い
て
も
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い

(
1
)

る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
再
検
討
を
要
す
る
事
柄
も
含
ま
れ
て
い
る
の

で
あ
り
、
小
稿
で
は
、
大
日
経
指
帰
を
中
心
に
台
密
教
判

の
一
斑
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

二

先

ず

問

題

と

な

る

の

は
次

に

示
す

大

日

経

指

帰

の
文

で
あ

る
。

第

三
総
判
釈
者
、

先
出
一一誠

文
叩
次
通
コ
会
之
叩
先
出
二
誠
文

-者
、

釈
云
、

又

此
経
宗
横
統

二
一
切
仏
教
叩
如

レ説

三
唯
薙

無
我
出
世
間
心
住
二
於
慈
中

門
即
摂
二

諸
部
中
小
乗

三
蔵
叩
如
レ
説
下観

二
薙
阿
頼
耶

一覚
申
自
心
本
不
生
晶
即
摂
二
諸
経

八
識

三
無
性

義
叩
如
レ
説

二極
無
自
性
心
十
縁
生
句

嚇
即
摂
一華

厳

・
般
若
種
種

不
思
議
境
界

哨
皆
入
二其
中

叩
如

レ説

嵩如
実
知
自

心
名

二
一
切
種
智

輔
則
仏
性
・

一
乗

・
如
来
秘

〔密
〕
蔵
、

皆
入
二
其
中
幻
於

一種

種
聖
言

↓無
レ
不
レ
統
二
其
精

篶

糧

次
通
会
者
、

横
統
之
言
義
如
二
大
海
叩
如
来
秘
密
蔵
何
法

不
レ
備
。

莫
下
翫
二
常

情

一妄
生
中
巨
容
加
若
嫌
三横

義
之
兼

二大

小

哨
未

レ有

二
一
切
純

-
之
教

ゆ
得
二
此

大
綱

哨
塵
疑
自
解
。

…
…
法
華

・
浬
禦
及
大

日
等
摂
二
如
実
句
叩
或
日
、

仏
性

指
二
大
浬
禦

叩
一
乗
指

二法
華
経

叩
如
来
秘
密
蔵
即
持

明
蔵

・
真
言
教
者
、

此
亦

一
見
。

今

以
為
、

仏
性

・
一
乗

不
レ
可

三読
為
二
両
句
叩
説
教
次
第
有
レ
乱
故

也
。
法
華
与

二浬
桑

一同
明
二
仏
性

・
一
乗
旨

一故
総
含
為
二
一
句
叩
如
来

秘
密
蔵

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
雀
第

一
號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
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台
密
教
判
の
一
問
題
 
(大
久
保
)

為
二真
言
叩
或
立
二十
住
心
一判
二
一
代
教
噛
未
レ合
二此
疏
叩
不
レ足
レ為
レ論
耳
。

秘
密
荘
厳
法
界
楼
観
即
如
実
知
自
心
之
相
。
貴
過
レ此
外
更
有
レ法
耶
。

こ
こ
に

「
釈
云
」
と
し
て
引
か
れ
る
文
は
、
具
縁
品
の
義
釈
巻
三

.

疏
巻
三
に
見
出
さ
れ
、
安
然
の
教
時
問
答
巻
二
に
お
け
る
十
住
心
批
判

の
一
大
典
拠
に
も
な

っ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
こ
で
は
義
釈

・
疏
の

「此

経
宗
横
統
ご
一
切
仏
教
ご

と
い
う
記
を
根
拠
に

「
如
来
秘

密

蔵

何

法

不
レ備
。
」
と
言
う
の
で
あ
り
、
如
来
秘
密
蔵
た
る
密
教
が

一
切
法
を
備

え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
後
で
も
言
う
よ
う
に
、
実
は

こ
の
如
来
秘

〔密
〕
蔵
に
対
す
る
解
釈
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
も
重
要
な
の
が
義
釈
。
疏
の

「
如
レ説
三如

実

知

自

心

名
二
一
切
種
智
↓
則
仏
性

・
一
乗

・
如
来
秘
蔵
、
皆
入
二其
中
ご

と
い
う

記
述
に
対
す
る
理
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
指
帰
で
は
如
実
知
自
心
の

句
に
法
華

・
浬
葉

・
大
日
等
の
経
が
配
さ
れ
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る

が
、
義
釈

・
疏
の
仏
性

・
一
乗

・
如
来
秘

〔密
〕
蔵
に
対
し
順
に
浬
藥

・
法
華

・
真
言
を
該
当
せ
し
め
る
の
は
一
つ
の
見
識
で
あ

る

と

し

て

も
、
そ
れ

で
は
説
教
の
次
第
が
乱
れ
て
し
ま
う

の
で
、
仏
性
と

一
乗
を

一
句
と
な
し
法
華
と
浬
架
を
分
か
つ
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
更
に
、
空
海
の
十
住
心
教
判
に
つ
い
て

は
、
「未
レ合
二

此
疏

不
レ足
レ為
レ論
耳
。
」
と
そ
れ
を
斥
け
て
い
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、

一
っ
に
は
、
如
来
秘
密
蔵
が
仏
教
全
般
を

統
括
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
余
教
と
の
対
比
に
お
い
て
は
法

華

・
浬
架
と

一
緒
に
如
実
知
自
心
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
は
、
「
一
見
」
と
し
た
仏
性
=

薬
、
一
乗

=
法
華
、
如
来
秘
〔
密
〕

蔵

真
言
と
い
う
説
が
教
時
問
答
の
見
解
と

一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
教
時
問
答
巻
二
に
は
、
「此
中
、
仏
性
即
浬

葉

経
、

一
乗
即
法
華
経
、
秘
蔵
即
真
言
教
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

但
し
、

大

日
経
指
帰
と
教
時
問
答
は
共
に
撰
述
年
代
が
必
ず
し
も
明

瞭

で

は

な

く
、
そ
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

尚
、
大
日
経
指
帰
で
は
義
釈
で
は
な
く
、
疏

の
諸
文
を

「
釈
云
」
と

し
て
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
義
釈
を
第

一
と
し
た
義
釈
目
録
縁
起

・
義
釈
目
録
が
共
に
七
十
歳
代
の
撰
で
あ
る
こ
と
を
考
え
併
せ
る
に
、

少
な
く
と
も
そ
れ
は
円
珍
晩
年
の
著
作
で
な
い
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
疑
問
や
些
些
疑
文
の
記
述
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
大
日
経
指
帰
と
は
異
な

っ
た
説
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

疑
問
は
上
巻
と
下
巻
の

一
部
に
つ
い
て
は
円
珍
の
真
筆
が
現
存
す
る

よ
う
で
あ
る
し
、
些
些
疑
文
は
壬
寅
の
歳
、
す
な
わ
ち
元
慶
六

年

(八

八
二
、
円
珍
六
九
歳
)
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
か
。
場
合
に
よ

っ
て
は
、
大

日
経
指
帰
の
真
偽
を
も

考
慮
す
る
必
要
が
出
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
次
に
は
疑
問
及

び
些
些
疑
文
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

疑
問
巻
下

此
土
会
云
、
仏
性
為
二大
円
寂
経
二

乗
為
二法
華
経
↓
如
来
秘
蔵
大
日
経
。
又

会
云
、
仏
性

・
一
乗
為
二
一
句
一即
指
二法
華
一
、如来
秘
蔵
大
円
寂
経
、
如
実
知

自
心
為
二大
日
経
嚇
此
二
是
非
如
何
。
鰍
稠
醍
働
。
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些
些
疑
文
巻
下

仏
性

・
一
乗
已
下
、

配
対
如
何
。

此
方
或
云
、
仏

性
指
二
浬
梨
経

門
(
一
乗
是

法
華
経
、

如
来
秘
蔵
即
大

日
経
。

或
云
、
仏

性

・
)
一
乗
合
為
二
一
句
叩
即
法

華
経
。

以

二

乗

即
仏
性

一故
。

如
来
秘
蔵
非
二
大
日
経

一
、正
指
二
浬
薬
殉
以
蕊
三

点
秘
蔵
為

二仏
性

一故
。

或

人
立

二十
住
心

門
以
二
如
実
知
自
心

一為

二第

八
心

噛

極
無
自
性
心
為

二
第
九

哨
秘
密
荘
厳

心
為

二
第
十

-
也
。

第
八
当
二
天
台

鴨
第
九

(2
)

当
一華
厳
噛
第
十
真
言
教
也
云
云
。
如
レ此
三
説
、
阿
誰
得
レ理
。
乞
拠
・理
決
。

す
な
わ
ち
、
義
釈

・
疏
の

「
仏
性

・
一
乗

・
如
来
秘
蔵
」
に
対
す
る

配
対
と
し

て
、
疑
問
で
は
二
説
を
挙
げ
、
後
者
が

「
小
師
私
解
」
で
あ

る
と
言
う
。
些
些
疑
文

で
は
十
住
心
へ
の
言
及
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、

義
釈

・
疏

の
文

に
つ
い
て
は
や
は
り
二
説
を
記
し
て
い
る
。
尚
、

(
)

の
部
分
は
仏
全
本
に
は
欠
落
し
て
い
る
の
で
、
日
蔵
本
で
補

っ
た
が
、

こ
れ
が
無

い
と
意
味
不
通
で
あ
る
。
さ
て
こ
れ
ら
を
、
前

の
大
日
経
指

帰
の
説
と
共
に
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

大
日
経
指
帰

(1
)仏
性

"
浬
繋
経
、

一
乗
11
法
華
経
、
如
来
秘

〔密
〕
蔵
=
真
言
教

「
一
見
」
説

(2
)仏
性

・
一
乗

=
法
華

・
浬
薬
、
如
来
秘

〔密
〕
蔵
=
真
言
教

「
今
以
為
…
…
」

説

疑

問

(1
)仏
性

=
大
円
寂
経
、

一
乗
=
法
華
経
、
如
来
秘
蔵
11
大
日
経

「
此
土
会
云
」

(2
)仏
性

・
一
乗
=
法
華
経
、
如
来
秘
蔵
11
大
円
寂
経
、
如
実
知
自
心

=
大
日
経

「
小
師
私
解
」

些
些
疑
文

(1
)仏
性

11
浬
薬
経
、

一
乗
=
法
華
経
、
如
来
秘
蔵
=
大
日
経

(2
)仏
性

・
一
乗

11
法
華
経
、
如
来
秘
蔵
=
浬
藥
経

こ
の
中
で
、
疑
問
に
あ
る
大
円
寂
経
と
は
浬
葉
経
の
こ
と
と
考
え
ら

れ
、
(1
)は
三
書
共
、
教
時
問
答
の
説
と

一
致
す

る
。
し
か
し
、

三
書
に

お
け
る
円
珍
説
と
理
解
さ
れ
る
(2
)は
、
疑
問
と
些
些
疑
文
と
で
は

一
致

す
る
が
、
そ
れ
ら
と
指
帰
と
で
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
共
通
す
る
こ
と

は
仏
性
と

一
乗
を

一
句
と
な
す
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
配
さ
れ
る
の

も
指
帰
で
は
法
華

・
浬
繋
の
二
経
で
あ
る
の
に
対
し
、
疑
問
と
些
些
疑

文
で
は
法
華
経
の
み
で
あ
る
9
そ
し
て
、
指
帰

で
は
如
来
秘
蔵
が
真
言

で
あ
る
の
に
、
疑
問
と
些
些
疑
文
で
は
そ
れ
は
浬
桀
経
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
り
、
特
に
疑
問
で
は
、
大
日
経
は
そ
れ
ら
を
統
括
す
る
如
実
知

自
心
に
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
差
異
を
如
何
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
教
時
問
答

と
の
関
わ
り
も
問
題
で
あ
る
。
些
些
疑
文
が
書

か
れ
た
元
慶
年
間
は
安

然
の
述
作
活
動
が
最
も
盛
ん
だ

っ
た
頃
で
あ
り
、
菩
提
心
義
抄
も
そ
の

後
の
仁
和
元
年

(八
八
五
)
の
著
作
で
あ
る
。
従

っ
て
、
教
時
問
答
が
菩

提
心
義
抄
以
前

の
も
の
で
あ
れ
ば
、
元
慶
年
間

に
円
珍
の
目
に
触
れ
た

可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、

い
ま
は
問
題
提
起

に
止
め
て
お
き
た
い
。

と
も
あ
れ
、
大
日
経
指
帰

の
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、

台
密
教
判
の
一
問
題
 (大
久
保
)
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台
密
教
判
の
一
問
題
 (大
久
保
)

上
述

の
こ
と
か
ら
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

三

次
に
は
、
教
判
論
諄
の
観
点
か
ら
大
日
経
指
帰
を
眺
め
る
こ
と
に
し

た
い
。
古
来

の
論
諄
に
お
い
て
、
大
日
経
指
帰
が
円
珍
の
真
撰
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
尚
、
台
東
両
密
の
教
判
論

(3
)

諄
に
つ
い
て
は
、
既
に
獅
子
王
円
信
氏
の
研
究
が
あ
る
が
、
問
題
を
大

日
経
指
帰

に
絞

っ
て
再
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

(4
)

先
ず
は
、
台
密

の
秀
逞
破
す
る
と
こ
ろ
の
、
実
範
に
お
け
る
大
日
経

指
帰
の
引
用
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
実
範

の
大
経
要
義
砂
巻
三
に
は

問
題
と
な
る
と
こ
ろ
が
二
箇
所
あ
る
。

(
1
)
又
彼
仏
性
為
二浬
薬
門
如
来
秘
蔵
為
ご真
言
叩
此
義
不
レ然
。
仏
性

・
一
乗
是

法
華
故
。
如
来
秘
蔵
非
二
真
言
一
故
。
故
智
証
云
、
法
華

・
浬
禦
同
明
二仏

性

・
一
乗
旨
一故
総
為
一二
句
噛
如
来
秘
蔵
為
二浬
禦
教
一云
云
。
此
経
横
統
二

諸
仏
教
一者
、
是
明
呂此
経
摂
二余
顕
教
叩
非
昌此
密
教
摂
二真
言
一故
。

(
2
)
大
日
経
指
帰
云
、
法
華

・
浬
薬
同
明
二仏
性
・
一
乗
旨
一故
合
為
一二
句
幻
如

来
秘
蔵
為
二浬
薬
教
鱒
或
立
二十
住
心
一判
一二
代
教
一
、未
レ
合
ご此
釈
叩
不
レ

足
レ
為
レ
論
耳
。
秘
密
荘
厳
法
界
楼
観
即
如
実
知
自
心
之
相
。
豊
過
レ此
外

更
有
レ法
耶
云
云
。

前
者
は
、
安
然
の

「此
中
、
仏
性
即
浬
架
経
、

一
乗
即
法
華
経
、
秘

蔵
即
真
言
教
。
」
と
い
う
教
説
を
批
判
す
る
た
め
に
円
珍
の
説
を
利

用

し
て
い
る
文
脈
で
の
引
用
で
あ
り
、
後
者
は
円
珍
の
説
そ
の
も
の
を
批

判
す
る
た
め
の
文
脈
で
の
引
用
で
あ
る
。
こ
こ
で
気
づ
く
こ
と
は
、
特

に
(2
)で
は
明
瞭
に
大
日
経
指
帰
の
名
を
挙
げ
文
面
も
そ
れ
に
準
じ
た
も

の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
如
来
秘
蔵
が
浬
薬
教
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
日
蔵
本
や
仏
全
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
小

字

で
、

「智
証
釈
出
ご大
日
経
指
帰
叩
而
正
文
、
如
来
秘
蔵
為
二真
言
叩
故
不
レ可
レ

証
。

引
一乏

干
絃
一蓋
譜
記
之
失
耳
。
」
、
「
浬
藥
教
、
正
文
作
二真
言
二

字
ご

と
註
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
獅
子
王
氏
や
那

須

政

(5
)

隆
氏
は
(2
)の
文
を
指
帰
の
原
文
に
合
う
よ
う
に
直
し
て
引
用
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
実
範
が
上
記
の
如
く
指
帰
の
文
を
引
用

し
た
こ
と
は
、
後
述
す
る
大
日
経
疏
指
心
砂
に
よ
っ
て
も
分
か
る
。

さ
て
、

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
重
誉
の
十
住
心

(6
)

論
妙
巻
中
の
記
述
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
そ

こ
に
引
か
れ
る
指
帰
の

文
の

「
今
以
為
」
以
下
、
す
な
わ
ち
円
珍
自
説

の
内
容
が
疑
問
や
些
些

疑
文
の
説
と

一
致
し
、
仏
性

・
一
乗
が
法
華
を
示
す

一
句
と
さ
れ
、
如

来
秘
蔵
が
浬
藥
経
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ

り
安
然
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
記
し
た
実
範

の
大
経
要
義
砂
の

文
の
(1
)と
同
趣
意
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
実
範
や
重
誉
は
、
指
帰

の

文
を
そ
の
よ
う
に
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
、
そ

の
理
由
は
分
か

ら
な
い
。
た
だ
、
重
誉
の
十
住
心
論
砂
は
保

延

五
年

(
一
一
二
九
)
に

光
明
山
で
著
さ
れ
た
も
の
あ
で
り
、
天
養
元
年

(
一
一
四
四
)
に
没
し
た

実
範
が
晩
年
中
ノ
川
か
ら
移

っ
た
所
が
光
明
山

で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え

(7
)

併
せ
る
に
、
両
者
が
緊
密
な
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
は
肯
ぜ
ら
れ
よ
う
。
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尚
、
指
帰

の
原
文
が
実
範
や
重
誉

の
引
用
の
如
く
で
あ

っ
た
と
は
、
他

師
の
引
用
か
ら
も
考
え
ら
れ
な
い
。

さ
て
、
次
に
取
り
上
げ
た
い
の
が
信
証
で
あ
る
。
信
証
は
実
範
と
同

時
代
の
人
で
あ
り
、
そ
の
著
、
大
日
経
干
栗
多
砂

(大
日
経
住
心
砂
)

(
8
)

巻
六
で
大
日
経
指
帰
や
教
時
問
答
の
教
判
を
批
判
し
た
。
因
み
に
、
そ

こ
に
引
か
れ
る
指
帰
の
文
は
現
行
の
も
の
と

一
致
す
る
が
、
仏
性

・
一

乗

・
如
来
秘
蔵
の
配
対
に
つ
い
て
直
ち
に
批
判
し
て
い
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
そ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
果
た
し
て
獅
子
王
氏
の
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
台
密

の
隆
禅
が
批
判
し
た
の
が
信
証
で
あ

っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
論
を
先
に
言
え
ぽ
、
そ
う
で
は
な
か

っ
た
と

い
う
こ
と

で
あ
る
。
隆
禅

の
著
作
は
現
在
伝
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
り
、

そ
こ
で
、
義
釈
捜
決
抄

(巻
二
之
四
、
巻
二
之
五
)
所
引
の
文

に
基
づ
い

て
隆
禅
の
東
密
批
判
を
見
る
こ
と
に
な
る
が
、
捜
決
抄
の
引
用
に
依
る

に
、
隆
禅
が
論
破
し
た
の
は

「
証
信
」
で
あ
る
。
獅
子
王
氏
が
こ
れ
を

ト

フ

「
信
証
」
と
さ
れ
た
の
は
、
捜
決
抄
巻
二
之
四
の
、
「
又
証

信
僧

正
云

ヲ

ル

リ

ヲ

レ
ハ

レ

ソ

者
、
五
大
院
破
旨
祖
師

(
隆
禅
の
こ
と
)

モ
被
レ載
レ之
。
此

誰
人
耶
。

ト

ノ

ノ

ト

信
証
僧
正
云
人

コ
ソ
ア
レ
、
ソ
レ
ハ
輔
仁
親
王
御
子

ニ
テ
宮
僧
正
云
ヒ

シ

ノ

ノ

シ

ニ

ト

ケ
ル
人
也
。
若
其
事
歎
。
文
字
上
下

シ
タ
ル
欺
。
若
又
別
証
信
云
者
有
レ

ヲ

之
歎
。

可
レ
問
レ之
。
」
と
い
う
記
述

に
基
づ
か
れ
た
の
で
あ

る

が
、
仁

空
も
よ
く
分
か
ら
な
か

っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
捜
決
抄
に
お
け
る
隆

禅
の
破
文
を
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
作
者
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
十

住
遮
難
抄

(大
正
蔵
巻
七
七
所
収
)
に
対
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
の
で
あ
る
。

十
住
遮
難
抄
は
主
と
し
て
教
時
問
答
を
批
判

し
た
も
の
で
あ
り
、
教

時
問
答
が
仏
性

・
一
乗

・
如
来
秘
蔵
を
浬
架

・
法
華

・
真
言
に
配
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「而
仏
性

・
一
乗

・
如
来
秘
蔵
、
皆

法

花

・
浬

薬
所
説
法
門
。
浬
繋
説
二秘
密
之
蔵
、
所
謂
方
等
経
典
幻
法
花
説
一二

切

如
来
秘
要
之
蔵
一等
也
。
…
…
」

と
私
見
を
挙
げ
て
い
る
。
そ

し

て
、

そ
の
後
に

「智
証
大
師
云
」
と
し
て
大
日
経
指
帰
の
文
を
引
用
し
て
い

る
が
、
そ
れ
は
現
行

の
も

の
に

一
致
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
如
来
秘
蔵

を
真
言
と
す
る
そ
の
説
は
、
安
然
説
同
様
否
定

さ
れ
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
隆
禅

の
難
じ
た
こ
の
十
住
遮
難
抄
の
撰
者

で
あ
る

証
信
と
は
如
何
な
る
人
物
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
も
、
今
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
信
証

で
な
い
こ
と
は
確
実
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
次
に
言
及
す
る
頼
鍮

の
大
日
経
疏
指
心
妙
の
記
に
依

っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
9
)

指
心
砂
巻

一
四
に
は
、
上

に
検
討
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
大
変
興
味

深
い
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ

こ
に
は
大
日
経
指
帰
に

対
す
る
見
解
に
つ
い
て
、
実
範

の
大
経
要
義
砂
や
重
誉

(朝
誉
)

の
十

住
心
論
砂
の
み
な
ら
ず
、
十
住
遮
難
抄
も
引
か
れ
て
い
る

か

ら

で

あ

る
。
そ
れ
ら
は
、
「朝
誉
云
」
、
「
実
範
云
」
、
「進
上
人
云
」
等
と

引

用

さ
れ
て
い
る
。
こ
の

「
進
上
人
」
が
十
住
遮
難
抄
の
著

者

で
あ

り
、

「進
聖
人
」
或
は
単
に

「進
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
実
範

を

「
範
」
、
朝
誉
を

「
誉
」
と
略
記
し
、
更
に
は
、
信
証
の
大
日

経

干

台
密
教
判
の
一
問
題
 
(大
久
保
)
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台
密
教
判
の
一
問
題
 
(大
久
保
)

栗
多
砂

(大
日
経
住
心
妙
)
巻
六
の
文
を

「証
僧
正
云
」
と
し
て
引
用

し
て
い
る
箇
所
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「進
」
は
名
の
下

一

字
を
取

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
捜
決

抄

に
言

う

「証
信
」

の

「
信
」
と
音
は
通
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
以
上

の
こ

と
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
後
考
を
待
つ
こ
と
に
し
た
い
。
尚
、
頼

鍮
は
円
珍
説
に
対
す
る
実
範

・
重
誉

(
朝
誉
)
・
進
の
三
義
を
掲

げ

た

上
で
、
仏
性

・
一
乗
が
浬
繋
経
、
如
来
秘
蔵
が
法
華
経
で
あ
る
と
い
う

自
説
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

以
上
、

教
判
論
諄
に
お
け
る
大
日
経
指
帰

の
扱
い
を
見
て
来
た
。
そ

の
中
に
は
、
実
範
や
重
誉
の
撰
著

の
如
く
原
文
通
り
引
用
し
な
い
も
の

が
あ
り
、
ま
た
、
義
釈

・
疏
の
仏
性

・
一
乗

・
如
来
秘
蔵
に
対
す
る
理

(10
)

解
も
様
々
で
あ
る
と
し
て
も
、
如
来
秘
蔵
を
真
言
と
す
る
指
帰
の
説
を

東
密
で
は
概
ね
採
ら
な
い
こ
と
は
言
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
安
然

へ
の
批
判
と
も
な

っ
て
い
る
。
勿
論
、
東
密
で
は
十
住
心
の
綱
格
を
崩

す
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
台
密
で
は
、
円
密

一
致
の
観
点
か

ら
、
帰
趨
す
べ
き
典
拠
を
直
ち
に
義
釈

・
疏
に
求
め
た
円
珍

・
安
然
の

教
説
が
根
幹
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
疑
問
や
些
些
疑
文

に
如
来
秘
蔵
を
浬
葉
経
に
配
す
る
説
が
見
出
さ
れ
る
と
し
て
も
、
常
に

円
密

一
致
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。

1
 
獅
子
王
円
信

「台
東
両
密
の
教
判
史
上
に
於
け
る
論
謹
」
(『叡
山
仏
教

研
究
』
所
収
。
こ
の
論
文
は
密
教
研
究
三
九
号
所
載
の
同
名
論
文
の
改
訂

版

で
あ

る
。
)
、那
須
政
隆

「
十
住

心
の
構
成

に
つ
い
て
」

(智

山
学

報

四

輯
)

等
参
照
。

2
 

敬
光

の
大

日
経
指
帰
講
翼

(天
王
寺
福

田
蔵
)

で
は
呆
宝

の
大

日
経
疏

演
奥
紗
巻

二
の
記
を
引
き
、

そ
こ
に
引
用
さ
れ

る
些
些
疑
文

の
前

説
を
五

大
院
安
然
、

後
説
を

「
未
レ
知

二説
者

一」
と
す
る
が
、

疑
問
の
記

を

考

え

併

せ
る
に
、
後
説
を

円
珍
説
と

し
て
差

し
支

え
な

か
ろ
う
。

因
み
に
、
演

奥
鋤

で
は
、
「
…
…

仏
性

・
一
乗
是
如

来

秘

蔵

故
、

指
二法
華

・
浬
桑

両

経

一
云
二如
来
秘
蔵

一也
。
」
と
述

べ
て
い
る
。

3
 

註

1
参
照
。

『
天
台
学
概
論
』

(
四

一
〇
頁
-
四

一
三
頁
)
も
獅

子
王
氏

の
説

に
基
づ

い
て
い
る
。

4
 
秀
逞
な

の
か
秀
濯
な

の
か
必
ず
し
も
明
確

で
な
く
、
獅

子
王
氏

の
論
文

で
も
両
方
が
混
在

し
て
い
る
。
『
天
台
学
綱
要
』
所
収

の

『
台
密

綱

要
』

シ
ウ
セ
ン

(
二
三
頁
)

で

は

「
秀
濯
」
と
す

る
。
尚
、

秀
逞
が
実
範
を
破

し
た

の
は

教
時
義
妙

(
天
王
寺
福
田
蔵

に
は
教
時
義
談
義
と
し
て

所

蔵
)

で

あ

る

が
、

義
釈
捜
決
抄

(
巻

二
之
四

・
巻

二
之
五
)

で
は
特
に
書
名
を
挙
げ
ず

「
菩
提
院
僧
都
秀
逞
」
・
「
菩
提
院
」
等
と
引
用
し
て

い
る
。

血
脈

に

つ
い

て
は
、
『
天
台
学
概
論
』

(
四
七
九
頁
)

参
照
。

5
 
註

1
参
照
。

6
 
大
正
七
七

・
六
五
九

頁
中
下

7
 
実
範

に
つ
い
て
は
、
佐
藤
哲
英

『
念
仏

式

の
研

究

-
中
ノ
川
実
範
の
生
涯
と

そ
の
浄
土
教
-
』
参
照
。

尚
、

義
釈
捜
決
抄
巻

二
之
四
(
天
全

一
三
・
六

一
一

頁
下
)

で

は
、
実
範
が
承
安

三
年

(
一
一
七

三
)

に
、
安
然
に
対
す

る
破

文
を
造

っ
た
と
す

る
が
、

そ
れ
も
考
察
す

べ
き

一
問
題
で
あ

る
。

8
 
仏
全

四
二

・
三

一
九
頁

上
以
下

9
 
大

正
五
九

・
七
七
三
頁
中

以
下

10
 
信
証

の
住
心
決
疑
抄

で
は
、
覚
苑

や
自
宗

の
古
徳

の
説
、
指
帰

の
説
を

挙
げ
、

「如

レ是
定
判

不
レ
可
二
一
途

ご

と

言
う
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
 
台
密
教
判
、

大

日
経

指
帰
、

十
住
遮
難
抄
、
実

範

(
早
稲

田
大
学
大
学
院
)
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